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集団感染事件発生件数 
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発生場所の推移 
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発生場所（2003-12年） 
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学校における集団感染事件 
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最近の集団感染事件 

• 学校の報告は減少・・・QFTの普及 

• 高齢者施設・医療機関における感染・発病 

–高齢者でも既感染率が低下 

–外来性再感染；明らかな既感染者がＲＦＬＰにより再
感染と判明 

–免疫能に問題のある人、糖尿病合併、高齢者 

• 飲食店/娯楽施設（不特定多数が集まる場）は増加 

  ・・・遺伝子タイピングの普及 

• 外国人、小児科・産科、多剤耐性結核などの複雑な背
景の感染事件 

• 大規模集団感染事件・・・感染性の高い菌の関与(?) 


